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令和３年度国立磐梯青少年交流の家 運営ビジョン

教教育育理理念念（（ミミッッシショョンン））
青青少少年年教教育育ののナナシショョナナルルセセンンタターーととししてて、、青青少少年年のの各各年年齢齢期期にに必必要要ととさされれるる体体験験活活動動（（自自然然体体験験・・社社会会体体験験・・生生活活体体験験等等））のの適適
切切なな場場とと機機会会のの提提供供やや基基本本的的生生活活習習慣慣確確立立へへのの支支援援にに努努めめ、、健健康康なな身身体体、、感感性性豊豊かかなな心心やや様様々々なな課課題題にに挑挑戦戦すするる意意欲欲とと能能力力をを
持持っったた２２１１世世紀紀ををたたくくままししくく生生きき抜抜くく青青少少年年をを育育成成すするる。。

運運営営ビビジジョョンン
「「笑笑顔顔・・ああいいささつつ・・思思いいややりり」」のの徹徹底底
〇〇第第４４期期中中期期目目標標・・計計画画やや機機構構ののミミッッシショョンンのの具具現現化化とと達達成成
〇〇所所のの喫喫緊緊のの課課題題解解決決

働働きき甲甲斐斐ののああるる持持続続可可能能なな所所
〇〇利利用用さされれるる方方々々やや地地域域のの方方々々等等ととのの信信頼頼関関係係構構築築

ココロロナナ禍禍ででもも目目標標にに向向かかいい職職務務にに精精励励すするる職職員員集集団団のの育育成成
〇〇ココンンププラライイアアンンススのの徹徹底底 〇〇事事故故絶絶無無 〇〇磐磐梯梯にに和和ををももっってて
集集うう集集団団 〇〇３３めめ（（けけじじめめ・・確確かかめめ・・ははややめめ）） 〇〇豊豊かかななココ
ミミュュニニケケーーシショョンンとと創創意意工工夫夫

心心とと環環境境のの「「ああっったたかか磐磐梯梯」」
〇〇丁丁寧寧なな研研修修支支援援やや対対応応 〇〇利利用用ししややすすいい環環境境保保持持

令令和和３３年年度度各各目目標標値値のの達達成成
〇〇閑閑散散期期利利用用者者拡拡大大にに向向けけたた効効果果的的・・戦戦略略的的なな広広報報
〇〇「「体体験験のの風風ををおおここそそうう運運動動」」とと「「早早寝寝早早起起きき朝朝ごごははんん国国民民運運動動」」のの
計計画画的的なな実実施施

新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染防防止止のの徹徹底底
〇〇新新ししいい生生活活様様式式のの積積極極的的なな導導入入

アフターコロナを見据えた広報の充実と集客・収入・稼働率
「増」！
〇できるだけ早期に利用者総数１５万人達成

事事故故絶絶無無をを徹徹底底しし、、利利用用者者のの安安全全・・安安心心をを担担保保ししたた指指導導・・支支援援にに努努めめるる。。

すすべべててのの利利用用者者がが満満足足ししてて笑笑顔顔でで帰帰っってていいたただだけけるるよようう、、利利用用者者のの声声にに真真摯摯にに
耳耳をを傾傾けけ、、心心をを込込めめてて対対応応すするるととととももにに、、各各教教育育ププロロググララムム及及びび各各種種ササーービビスス
のの評評価価・・改改善善にに努努めめるる。。

国国立立施施設設ははももととよよりり県県内内外外のの公公立立施施設設等等ををははじじめめ、、地地元元猪猪苗苗代代町町、、県県教教委委、、
市市町町村村教教委委、、学学校校、、保保育育園園等等、、官官公公庁庁、、一一般般企企業業やや各各種種団団体体等等ととののささららななるる
連連携携をを図図るる。。

「「体体験験のの風風ををおおここそそうう運運動動」」「「早早寝寝・・早早起起きき朝朝ごごははんん運運動動」」ををよよりり一一層層計計画画
的的にに福福島島県県全全域域並並びびにに山山形形県県等等ににおおいいてて推推進進すするる。。

連連
携携
強強
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所所員員やや関関係係ススタタッッフフ一一人人一一人人がが、、心心身身ととももにに健健康康でで、、望望ままししいい人人間間関関係係のの下下、、
ややりりががいい、、生生ききががいいををももっってて、、所所員員同同士士のの「「連連携携・・連連帯帯・・連連動動（（3R））」」をを絶絶ええ
ずず意意識識ししてて職職務務にに精精励励すするる。。
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所所員員一一人人一一人人ののラライイフフスステテーージジにに合合っったた研研修修をを充充実実ささせせるるととととももにに、、研研修修指指
導導員員・・体体験験活活動動推推進進員員・・法法人人ボボラランンテティィアアのの研研修修もも拡拡充充しし、、指指導導力力向向上上をを図図
るる。。

新新学学習習指指導導要要領領のの趣趣旨旨をを踏踏ままええたた教教科科指指導導へへのの代代替替ええ等等にに結結びびつつくく新新たたななププ
ロロググララムムのの開開発発・・提提案案にに努努めめ、、利利用用すするる学学校校等等ににカカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンン
トトへへのの支支援援をを積積極極的的にに行行うう。。

国国土土強強靭靭化化政政策策をを受受けけ、、地地域域防防災災拠拠点点施施設設ととししててのの役役割割をを担担うう機機能能のの拡拡充充及及
びび防防災災・・減減災災事事業業のの改改善善・・開開発発、、ジジオオパパーークク等等のの利利活活用用、、地地域域とと連連携携ししたた全全
国国高高校校生生体体験験活活動動顕顕彰彰制制度度「「地地域域探探究究ププロロググララムム」」、、地地域域課課題題対対応応事事業業やや
SDG’s関関連連事事業業ののささららななるる充充実実、、東東日日本本大大震震災災後後10年年のの復復興興にに係係るる児児童童・・生生
徒徒等等のの元元気気発発信信にに努努めめるるななどど所所やや地地域域のの特特色色をを生生かかししたた教教育育事事業業をを積積極極的的にに
展展開開すするる。。
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国国やや機機構構のの示示すすガガイイドドラライインンにに準準拠拠しし、、所所のの実実態態をを踏踏ままええななががらら新新型型ココロロナナウウ
イイルルスス感感染染拡拡大大防防止止対対策策をを徹徹底底しし、、業業務務にに当当たたるる。。

自自己己収収入入のの増増、、広広報報ののささららななるる充充実実とと拡拡大大ととととももにに、、ホホーームムペペーージジのの改改善善等等
にによよるる広広報報手手段段にによよりり、、稼稼働働率率のの悪悪いい施施設設のの利利活活用用をを図図るる。。
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運営ビジョン達成のためのアプローチ

総総利利用用者者数数 人人【【宿宿泊泊 人人日日帰帰りり利利用用 40,000人人】】
宿宿泊泊室室稼稼働働率率60%以以上上 利利用用満満足足度度90%以以上上達達成成
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国国立立磐磐梯梯がが持持つつ
ココンンテテンンツツのの特特徴徴（（強強みみ））

ハハーードド面面のの強強みみ→環環境境のの良良ささ
○○磐磐梯梯朝朝日日国国立立公公園園のの豊豊かかなな自自然然
○○清清掃掃・・整整備備のの行行きき届届いいたた施施設設環環境境
○○関関東東甲甲信信東東北北かかららのの好好アアククセセスス立立地地

ソソフフトト面面のの強強みみ→人人的的資資源源・・活活動動ププロロググララムム
○○職職員員・・ススタタッッフフののチチーームム力力（（結結束束力力・・ホホススピピタタリリテティィ））
○○豊豊富富なな指指導導人人材材ととププロロググララムム（（自自然然・・ククララフフトト・・防防災災・・ススポポーーツツ等等））
○○長長年年蓄蓄積積さされれたた多多様様なな団団体体やや組組織織とと幅幅広広くく構構築築さされれたたネネッットトワワーークク
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